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我々は、原始惑星や原始惑星系円盤を検出するために、おうし座分子雲に付随する前主系列星のコロナグラフ

観測を、すばる望遠鏡の観測所大プロジェクトとして進めてきた。原始惑星系円盤や伴星として存在する若い褐色

矮星については、前年の年会などで報告をしたが、本講演では前主系列星の周囲に検出した点光源について総括す

る。 

3 年間のプロジェクト観測では、50 個以上の点源を新たに検出した。これらの天体の多くは、明るさが H バン

ドで 15 等から 20 等程度で、主星に付随しているならば、質量が非常に小さい可能性がある。比較的明るく中心星

からの離角が大きな天体については、すばる望遠鏡を用いて近赤外分光観測を行なった。講演では、分光観測から

考えられる天体の特性について述べる。 


